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昭和36年5月28日総会第十四回研究発表会
研究発表
意味形態論について 川島淳夫
新会長選出
新会長に高尾国男教授決定
研究発表並「独逸文学」第六号合評後懇親会
出席者29名
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執筆者紹介
福本喜之助 本学教授
渡辺格司 大阪大学教授本学講師
小 川 悟 大阪音楽大学専任講師
本学講師
第8号
枚 数
申込期限
原稿メ切予定
申 込先
原稿募集
50枚程度
昭和37年5月中旬
昭和37年8月中旬
関西大学独逸文学会
罰
関西大学独逸文学会会則昭和32年6月現在
本会は関西大学独逸文学会と称する
本会は独逸文学・独逸語学の研究及び普及をはかるを目的とする
本会は右の目的を達成するために左の事業を行う
1． 毎年1回総会を開く
2. 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行う
本会は左の会員で組織する
1． 本学独逸文学科の専任教授・専任助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師及び助手の有志者
3． 本学独逸文学科学生
4． 本学学生並びに卒業生中の有志者
本会は会長一名・委員及び幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学独逸文学科の専任教授・助教授及び専任講師とする
2． 会長は委員会に於て委員中より推薦する
任期は二年とし留任を妨げない
3． 幹事は本学独逸文学科の助手・卒業生及び学生中より若干名を選び委員
会に於て之を委嘱する
任期は一年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員及び幹事2名とする。幹事2名は本学会の
幹事中より会長がこれを委嘱する
会費は年額百円とする
本会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行う
????? ???
第4条
第5条
第6条
????????
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?編集後記
ことしの夏は大変に暑く，おまけに秋になってからも幾度も暑さがぶり返して，ひ
どく悩まされましたが，やっと本格的な，灯火親しむべき秋になりました。第七号を
お届けします。前号でお知らせしておいたように，本号から年一回の発行になります。
夏のまだ暑さのきびしかったころ，藤井君がHumboldt-Stipendiatとしてドイ
ツ留学の途につかれました。十月には脇阪君が，二年間の研讃を積み，多大の成果を
おさめて帰って来られました。今後本誌にも成果の一端を発表して下さることと思い
ます。なおつづいて和田君が同じくHumboldt-Stipendiatとして藤井君のあとを。
追ってドイツへ向われることになりました。
本号の執筆者はみな二回目以上の人ばかりですから，あらためて御紹介する必要は
ないと思います。藤井君がドイツへ行ったため，そのあとの編集上の雑務は川島君に
やってもらいました。 （内藤）
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